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(5) 本転位反応において生成する 3aH-シクロベンテン[8]アヌレン-1 ，4・ (5H，9al!)-ジオンがプロトン酸触媒により、
渡環環化反応を起こしユニークな新規骨格を有する化合物を与えること、アヌレンジオンの置換基の置換ノミタ
ーンにより反応経路が変わり、生成物の構造が劇的に変化すること、さらにその反応機構を明らかにしている。
以上のように、本論文はカルボ、ニル基が酸触媒により活性化されること、ならびに分子内の歪みエネルギーの解放
を起因とするシクロブテン縮環ホモキノン化合物の酸触媒タンデム型転位反応を機構論的観点からまとめたもので
ある。本研究により得られた知見は多環系カルボ、ニル化合物のタンデム型転位反応の反応機構の解明に大きく寄与し、
また新規骨格化合物の合成法として有機合成化学の分野に大きく貢献するものと考えられる。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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